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試料をセットすればGC/MS分析までをフルオートメーション化

□ 全自動工程は5分程度
□ SPEコンディショニング→試料負荷→窒素通気乾燥→溶出→GC注入までを測定し完全自動化
□ 測定中に次サンプルを処理するハイスループットシステム
□ オペレーターの作業はサンプル（バイアル）とSPEをセットし、
　 GC/MSシーケンスをスタートするだけ

SPL-P100
For Gas Chromatography

オンラインSPE-GCのために専用開発された固相
カートリッジです。充填量が2～5 mgと非常に少な
く、コンパクト設計の Flash-SPEと大量注入口
LVI-S250により試料の全量注入を可能にします。

全量注入を可能にする
Flash-SPEカートリッジ

コンディショニング 試料負荷 洗浄 乾燥

(90秒)
試料採取

試料
0.5mL

固相
5mg

固相カートリッジ

Flash-SPE

溶出

全量
注入

10 min
前処理時間

試料(0.5ｍL）を全量注入。

試料量0.5mL相当

オンラインSPE-GC法

コンディショニング 試料負荷 定容

1mL

専用瓶に移す

試料
500mL

固相
500mg

120 min
前処理時間

注入
1 µL

試料（500ｍL）を500倍濃縮（1mL）
さらに1/1000の1µLをGC/MSに注入する。

試料量：0.5mL相当

従来法(水中農薬分析)

オンラインSPE-GC法は従来法と同じ しかも前処理時間約10分
試料瓶を置くだけの全自動

乾燥

(30分)
溶出

ジクロロメタン
(3ｍL)

濃縮/転溶
(窒素ガス吹き付け)

目的物質
夾雑物１
夾雑物２

全自動
GC/MSへのオンライン



SPL-P100 自動工程
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固相カートリッジだけをラクラク持ち帰り

多くの前処理を行ってから、ようやく…
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